
はじめに

　この本は「子どもが話を聞かない」「学級が落ち着かない」と悩む先
生方に向けて書いたものです。

　学級で、こんなことはないでしょうか。
　・学級内がいつもざわざわしていて落ち着かない
　・何かと小さなトラブルが多い
　・一生懸命話しているのに、子どもが話を聞いてくれない
　・「静かに！」と声を張り上げるのはもう嫌だ
　・ 静かに聞かせようとするあまり、つい怒ってしまい、子どもが萎縮

してしまった……
　どれも、子どものためを思って、切実に努力して、真剣に指導したう
えでの結果だと思います。なぜそう言えるのかといえば、私自身、若い
頃からそのような思いで指導してきたにも関わらず、同じような悩みを
もって苦しんだ一人だったからです。
　一体、何が間違っているのでしょう。
　真面目に、情熱をもって、誠実に指導すれば、子どもたちは生き生き
と目を輝かせて聞いてくれるはずなのに……。

　クラスが落ち着かないのは、教師の心がけの問題ではありません。知
識や技術の問題であることがほとんどなのです。ちょっとした指導のコ
ツを知っているだけでも、クラスの雰囲気は大きく変わります。

　この本には、子どもが主体的に話を聞けるようになるための方策や事
例を数多く盛り込んであります。どれも私自身の実践をくぐらせ、実感
したことを基にして書いています。みなさんが実践される場合は、目の
前の子どもに合わせて、ご自身なりのアレンジをして使っていただける
と幸いです。

2

　さて、子どもが主体的に話を聞くことができる学級に育ってくると、
次のようなよい変化が起きます。
　・クラスが安定する
　・困ったことがあると、友達同士で助け合うようになる
　・発表が苦手な子どもが、少しずつ発言するようになる
　・ 話し合い活動が活発になり、新しくやりたいことのアイデアがどん

どん出るようになる
　つまり、子どもの本来もっている力が存分に発揮されるようになりま
す。本書を読み進めると、「聞く力」がすべてであることがおわかりい
ただけるかと思います。

　なお、本書の構成は次のような特徴をもっています。
　・具体的な指導例をイラスト付きで紹介
　・ 「立ち歩きが多い子」など、よくある困った場面別の対応例がわか

る
　・ 絵本の読み聞かせや、聞くためのゲームなど、子どもが進んで聞く

ようになるアプローチ例を紹介

　特に若い先生が取り入れやすく、指導の引き出しが増えるように具体
的なフレーズまで考えて作ってあります。例えば、
　・騒がしい時こそ「小声」で話す
　・「全員」ではなくまずは「聞いてくれる子」に向けて話す
　・「先生の話は聞いていないことがあってもいい」
　などです。
　具体例が多いというのは、そのまま試して取り入れやすいというよい
面があります。
　まずは目次を見て、お好きなページから読み進めてみてください。
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なぜ「聞く力」が大切なのか
　学校では、子どもが話を聞く場面がたくさんあります。教師の指示や
説明を聞いたり、友達の考えを聞いたりすること抜きにして、小学校で
の学びは成り立ちません。「学力の根本は聞く力」（※ 1）と表現されるよう
に、「聞く力」こそがすべての学力の根本です。
　もし、これらのことができない子どもが集まると、クラスはどのよう
な状態になるでしょうか。教師や友達の話を聞けなくなっている状態、
これは端的に言うと、学級崩壊です。
　学級崩壊とまではいかなくても、「子どもが常にソワソワして落ち着
かない」「子ども同士の小さなトラブルが絶えない」といったクラスを
見ていると、騒いでいても問題ないという状態を普段から教師が作って
しまっているということがよくあります。
　「聞くべき時は聞く」ということを、子ども集団が教室で過ごすうえ
での基本姿勢にしていく必要があります。

まずは教師の話を聞くことができるようにしよう
　聞く力の指導では、まずは教師の話を聞ける状態を目指しましょう。
　教師と子どもとのつながりを縦糸、子ども同士のつながりを横糸で表
現した、「縦糸・横糸理論」（※ 2）を紹介します。この理論では、学級づ
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くりを縦糸と横糸を紡いで織物を作っていく過程に例えています。
　学級には、成長段階があります。例えば学級開きのような最初の頃は、
何も糸がない状態です。まずは、教師と子どもとの関係性である縦糸を
紡いでいくところを中心に行っていきます。つまり「聞く力」の指導に
ついても、まずは教師の話が聞けるという状態を目指します。

対話的学びにつなげていく
　教師の話を聞く姿勢ができて、第一段階はクリアです。実はこれだけ
でも、一斉指導のみの知識伝達型授業ならば成立します。知識の伝達で
あれば、「教師－子ども」という関係性だけでも学べるからです。しか
しこれでは、家で一人で動画を見て学んでいるのと大して変わりません。
　せっかく教室に集まって学びに来ているのですから、教師から子ども、
あるいは子どもから教師という一方向だけでなく、子ども同士のやりと
りあふれるダイナミックな学びにしていきたいところです。
　学習指導要領では、「対話的学び」が大切だと明記されています。授
業はもちろん、学校生活のあらゆる場面で必要な力です。
　ここで重要なのが、話すこと以前に聞くことができないと、そもそも
対話など成り立たないということです。例えば4人のグループで話す時、
話している時間 1に対し、聞いている時間は 3になります。聞く時間
の方が圧倒的に長いのです。
　また、聞くという行為は、相手への理解であるとも言えます。つまり、
一生懸命に全身で聞いてくれる相手が目の前にいれば、話し手は自分を
受け容れてくれていると感じ話しやすくなります。話を聞く力を高めて
いくよう指導すれば、話す力も必ず後からついてきます。

111章　聞き上手なクラスを育てる方法！

※ 1：野口芳宏『心に刻む日めくり言葉　教師が伸びるための野口芳宏師道』さく
ら社、2011年。

※ 2：野中信行・横藤雅人『必ずクラスがまとまる教師の成功術！』学陽書房、
2011年。

「先生の話をもっと聞きたい！」と思わせるには
　皆さんは、どんな場合に相手の話を聞こうと思いますか。「聞いてい
ないと怒られるから聞く」という状況もあるかもしれませんが、あまり
理想的とは言えません。
　一方、「聞かないと自分が困ることになるから聞く」というのは、自
ら必要性を感じている状態です。あるいは「好きな人の話だから進んで
聞く」、「いつも面白い話をする人だから楽しみに聞く」という理想的な
状況もあり得ます。
　学級においても、子どもが前向きに話を聞ける状態が理想です。「先
生の話を聞く必要がある」あるいは「先生の話は聞く価値がある」と思っ
てもらうことが大事です。

真面目に聞いている子どもに損をさせない
　教師がわかりづらい話や聞いていなくても問題ないような話ばかりを
していれば、子どもは自然と聞かなくなります。つまりは、「真面目に
聞かない方がメリットがある」ということを学習させてしまうことにつ
ながるのです。子どもは賢いので、すぐに学びます。
　具体的には、次のような行動をしていないかチェックしましょう。こ
れらのポイントに気をつけるだけで、集中して話を聞く子どもの割合が
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ぐんと増えます。

❶ 教師の話の途中に割り込んできた子の質問に即答してしまう
❷ 教師の話の途中でおしゃべりしている子を注意してしまう
❸ 全体の場で話したことも直後に質問されたら答えてしまう
❹ 話の途中に「あー」や「えー」などの口癖が多い
❺ 丁寧すぎて、5秒で終わる話が 1分かかる

①～③は、真面目に聞いている子どもが集中力を切られ、損をします。
④や⑤は、話が長いので理解するのに苦痛を伴います。つまり、真面目
に聞いている子どもがやはり損をします。代わりに、ほとんど真面目に
聞かずに③をやる子どもが得をします。その繰り返しから子ども集団が
何を学習するかは、ご想像の通りです。

「短くずばりと大事なことを言う」で、話を聞くようになる
　「短くずばりと大事なことを言う」ように意識しましょう。ついつい、
親切心から詳しく話そうとしてしまったり、親しみやすいようにやたら
丁寧に話そうとしてしまったりしがちですが、完全に逆効果です。

×　丁寧すぎる指示の例
　「あのね、次の体育の時間は、縄跳びを使いますからね。皆さん、
忘れずに持っていきましょうね。わかりましたか？」
　※これを続けられると、話を聞こうという気すらなくなってい

く！
◎　大事なことだけを伝える指示の例
　「次の時間の持ち物。縄跳び。」

　普段から「短くずばりと言う」を心がけるだけで、子どもの聞く姿勢
が大きく変わります。意識していきましょう。

131章　聞き上手なクラスを育てる方法！

3年生の G君は、周囲へのいたずらや暴言・暴力行為が止まらず、
毎日叱られています。担任の先生が真剣に問いただしても、「知らない」
「やってない」の一点張りで、指導に毎回ものすごく時間がかかります。

86
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どんなに悪いことをした場合でも「あなたの味方」「助けたい」
という姿勢で接します。反抗する子どもほど、本当は助けて
ほしいと思っています。

ポイント

「何か嫌なことがあったんだよね」
と問いかける

これで
うまくいく！



まずは相手を理解する姿勢を見せる
　この場合の「話を聞かない」というのは、音声として聞けない、理解
できないという訳ではなく、理解しているけど従いたくないという意味
の「聞かない」になります。つまりは、子どもにとって何かしらのメリッ
トがあるので、聞かない状態なのだと捉えます。
　つまり聞くことで自分が不利になるなど心理的な不安を抱えている可
能性を考えて、心理的な障壁を発見し取り除いていきます。
　例に挙げたような子どもは歴代の担任の先生からも叱られ続けてい
て、「教師＝敵」という認識をもっていることが多々あります。自分にとっ
て害悪を与えると考えていては、聞くはずがありません。
　まず伝えるべきは「あなたがそんなことをしたのには理由があるんだ
よね」という共感で、続いて「あなたが心配」というメッセージです。

「あなたの味方」という認識をもてるように接する
　叱られ続けている子どもというのは、自分が悪者だと思っています。
「自分のことなんて誰もわかってくれない」と考えて、ふてくされてし
まっている状態です。
　しかし、問いかけることで子どもは自分の言い分を話すことができま
す。恐らく、公平に見てかなり身勝手にしか思えない言い分が出てくる
ことでしょう。それでも目を見て真剣に「うんうん」と頷いて聞きます。
話の内容を肯定している訳ではなく、あくまで「話を聞いているよ」と
いう相づちです。
　一通り話し終えたら、評価をせずに「じゃあ、どうしたらいいかな」
とさらに問いかけます。なおも黙っている、防御姿勢が解けないようで
あれば「あなたを助けたい」「絶対に悪いようにしないから」と味方で
あることを伝えます。
　こういったことを繰り返していくうちに、信頼関係が生まれ、やがて
話してくれるようになっていきます。根気強くいきましょう。

874章　困った場面ではこうしよう
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